
６
月
定
例
会　

一
般
会
計
補
正
予
算

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
事
業
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
生
活
・
暮

ら
し
の
支
援
を
行
う
た
め
、
令
和
４

年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
家
計
急

変
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り
10

万
円
の
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
た

め
の
費
用　
　

 

１
億
６
２
４
１
万
円

感
染
症
対
策
事
業
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
４
回
目
の
追
加
接
種
お

よ
び
12
歳
～
17
歳
の
３
回
目
接
種
の

費
用　
　
　
　
　
　

７
２
５
４
万
円

清
掃
総
務
一
般
管
理
費

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
停
止
で
き
な
い
事

業
を
行
う
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
と
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
に

対
し
、
20
万
円
を
上
限
と
し
て
感
染

症
対
策
経
費
を
補
助　

 

１
０
０
万
円

津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
費

　

郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
津
屋
崎

行
政
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
た
め
の

改
修
費
用　
　
　
　

 

１
０
６
４
万
円

津
屋
崎
公
民
館
管
理
運
営
費

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
津
屋
崎
公

民
館
の
解
体
工
事
費
用６

２
９
９
万
円

子
育
て
応
援
食
育
推
進
事
業
費

　

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
た
ち
の
食
を

確
保
し
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、

中
学
校
終
了
前
ま
で
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
世
帯
に
対
し
、
市
内
産
直
施

設
で
使
用
で
き
る
「
子
育
て
応
援
券
」

を
１
世
帯
当
た
り
１
万
円
分
配
布
す

る
費
用　
　
　
　

 　

６
９
９
６
万
円

観
光
事
業
費

　

令
和
４
年
11
月
に
市
内
で
開
催
予

定
の
将
棋
の
「
第
35
期
竜
王
戦
」
に

つ
い
て
、
実
行
委
員
会
に
対
し
交
付

す
る
補
助
金　
　
　
　

 

６
７
７
万
円

農
業
振
興
一
般
管
理
費

　

市
内
の
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
樹
栽
培

農
業
者
の
経
営
改
善
を
支
援
す
る
た

め
、
高
付
加
価
値
化
が
期
待
さ
れ
る

優
良
な
品
種
へ
の
改
植
や
新
植
、
優

良
苗
木
の
導
入
等
に
対
し
て
交
付
す

る
補
助
金　
　
　
　
　

 

５
７
７
万
円

①
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
費

②
小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

津
屋
崎
小
学
校
敷
地
内
に
建
設
予

定
の
共
同
調
理
場
と
教
室
等
の
複
合

棟
に
つ
い
て
、
資
材
の
高
騰
へ
の
対

応
と
設
計
内
容
の
精
査
に
よ
り
増
額

す
る
整
備
事
業
費　
　
　

①
１
億
４
９
０
万
円

②　

２
６
８
０
万
円

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

新
設
小
学
校
の
建
設
に
向
け
、
学

校
用
地
の
測
量
調
査
、
不
動
産
鑑
定
、

物
件
補
償
調
査
等
を
行
う
費
用

４
６
１
４
万
円

中
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

新
設
中
学
校
の
建
設
に
向
け
、
学

校
用
地
の
測
量
調
査
、
不
動
産
鑑
定
、

物
件
補
償
調
査
等
を
行
う
費
用

４
７
２
８
万
円

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
予

算
案
に
対
す
る
※
付
帯
決
議
案
を
提
出

賛
成
多
数
で
可
決

〇
新
設
校
を
含
む
市
全
体
の
財
政
見

通
し
を
策
定
し
、
議
会
に
対
し
て
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と

〇
新
設
校
お
よ
び
通
学
路
の
安
全
安

心
が
担
保
さ
れ
る
こ
と

〇
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
、地
域
住
民
、

議
会
に
基
本
設
計
を
す
る
前
ま
で
に

説
明
お
よ
び
周
知
を
図
る
こ
と

※
付
帯
決
議
と
は
議
案
に
対
し
て
委

員
会
の
意
見
や
要
望
を
付
し
た
決
議

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　
６
億
６
３
７
４
万
円
を
追
加
し

総
額
２
８
２
億
９
３
４
０
万
円

子育て応援券が使える
産直施設の新鮮野菜
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追
加
議
案
（
補
正
予
算
）

学
校
給
食
事
業
費

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

小
・
中
学
校
、
公
立
幼
稚
園
の
給
食

に
つ
い
て
、
質
や
量
を
保
っ
た
学
校

給
食
の
継
続
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
行
う
た
め
の
補
助
金２

４
３
５
万
円

４
月
臨
時
会

工
事
請
負
契
約
を
締
結

全
員
賛
成
で
可
決

　

福
間
中
学
校
給
食
棟
増
築
他
工
事

の
工
事
請
負
契
約
を
締
結
。

主
な
質
疑

　
　

国
際
情
勢
が
不
安
定
だ
が
、
こ

の
影
響
に
よ
り
工
事
完
成
の
延
期
は

あ
り
得
る
の
か
。

　
　

現
段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、

状
況
に
合
わ
せ
て
協
議
を
し
な
が
ら

期
間
内
に
工
事
が
終
わ
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

　
　

契
約
に
は
工
事
以
外
の
備
品
等

は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。　

　
　

今
回
の
増
築
工
事
に
は
、
ス
チ

ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
機
器

の
追
加
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

６
月
定
例
会

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　

津
屋
崎
古
墳
群
史
跡
等
買
上
げ
事

業
用
地
と
し
て
財
産
を
取
得
。

主
な
質
疑

　
　

古
墳
公
園
用
地
購
入
費
お
よ
び

物
件
補
償
費
の
費
用
と
財
源
は
。

　
　

現
時
点
で
の
費
用
総
額
は
、
10

億
６
８
８
６
万
２
３
１
２
円
で
、
財

源
内
訳
は
、
国
庫
補
助
金
が
80
％
、

県
費
補
助
金
が
８
％
、
残
り
の
12
％

が
市
費
で
あ
る
。

　
　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
解

体
工
事
で
補
助
費
以
外
に
費
用
は
か

か
る
の
か
。

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
）
等
が
あ
れ
ば
処
理
費
等
が
別
途

発
生
す
る
。
そ
れ
以
外
は
全
額
補
償

費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

市
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー
条
例

を
制
定

全
員
賛
成
で
可
決

　

福
津
市
第
２
期
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
活
動
を
促

進
す
る
市
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー
を
開

設
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
。
ま
た
、

こ
の
条
例
制
定
に
伴
い
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
。

主
な
質
疑

　
　

職
員
の
配
置
は
何
人
か
。

　
　

会
計
年
度
職
員
を
含
め
、
２
名

程
度
の
常
駐
を
考
え
て
い
る
。

　
　

セ
ン
タ
ー
で
企
画
立
案
さ
れ
る

事
業
実
施
の
た
め
の
予
算
措
置
は
。

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
３
年
間
は
債

務
負
担
行
為
で
予
算
措
置
を
行
っ
て

い
る
。
財
源
は
２
分
の
１
が
国
の
交

付
金
で
残
り
が
市
費
で
あ
る
。

　
　

未
来
共
創
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の

予
定
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
条
例
素
案
策
定
に

行
政
職
員
を
含
む
７
人
が
参
加
し
て

い
る
。
条
例
制
定
後
に
、
７
人
の
継

続
も
含
め
て
検
討
し
、
選
任
す
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

意
見
書

環
境
教
育
の
推
進
及
び
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

向
け
た
学
校
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
の
さ
ら
な
る
推
進
を
求
め

る
意
見
書

提
出
者　

蒲
生　

守　

賛
成
者　

中
村　

晶
代

髙
山　

賢
二

横
山　

良
雄

中
村　

清
隆

全
員
賛
成
で
可
決

決
議福津

市
福
祉
会
館　
夕
陽
館

の
早
期
再
開
を
求
め
る
決
議

提
出
者　

戸
田　

進
一

賛
成
者　

榎
本　

博　

石
田
ま
な
み

田
中　

純
子

賛
成
少
数
で
否
決

開設された未来共創センター

解体されるカントリーエレベーター

４
月
臨
時
会
・
６
月
定
例
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告
・
意
見
書
・
決
議
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所
管
事
務
調
査
・
陳
情

①
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
は
、

母
子
手
帳
の
個
別
交
付
、
乳
幼
児
健

診
、
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
の
関
係

機
関
か
ら
の
情
報
収
集
と
蓄
積
を
一

本
化
し
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の

実
情
を
把
握
す
る
こ
と
、
総
合
相
談

窓
口
と
し
て
必
要
な
情
報
提
供
・
助

言
・
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
職

員
構
成
は
、
保
健
師
、
助
産
師
、
管

理
栄
養
士
、
保
育
士
、
社
会
福
祉
士

な
ど
16
名
体
制
で
、
必
要
に
応
じ
て

複
数
の
関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
行

い
な
が
ら
、
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、

全
て
の
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
実
情
把

握
が
可
能
と
な
り
、
支
援
を
必
要
と

す
る
対
象
者
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
き

め
細
や
か
な
支
援
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
の
動
き

も
あ
り
、
体
制
や
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
、
国
は
中
学
校
校
区
毎
を
推

奨
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
市
の
面

積
、
窓
口
の
分
か
り
や
す
さ
、
地
域

内
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
均
一
性
お
よ

①
子
育
て
世
代
の
人
口
が
急
増
す
る
中
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
総
合
的
な
相

談
窓
口
や
、
就
学
前
ま
で
の
情
報
が
一
元
的
、
継
続
的
に
集
約
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

②
高
齢
者
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
相
談
件
数
も
年
々
増
加
し
、
相
談
内
容
も
多
岐

に
わ
た
り
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

び
他
の
機
関
と
の
連
携
の
し
や
す
さ

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
市

内
１
カ
所
と
し
て
い
る
。
総
合
相
談

件
数
は
年
々
増
加
し
、
令
和
３
年
度

は
延
べ
約
１
万
１
２
０
０
件
が
見
込

ま
れ
、
内
容
は
主
に
介
護
に
関
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
機
関
と
し
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
増
加
す
る
相

談
内
容
も
介
護
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、

保
健
、
障
が
い
、
権
利
擁
護
、
高
齢

者
虐
待
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
複
雑
化

し
て
お
り
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、

必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

○
地
域
医
療
を
守
り
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
、
公
衆
衛
生
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

福
岡
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

○「
補
聴
器
購
入
補
助
等
の
改
善
を
は

じ
め
、
難
聴
（
児
）
者
へ
の
支
援
拡

充
」
を
求
め
る
自
治
体
意
見
書
採
択

に
つ
い
て
の
陳
情
書

福
岡
県
保
険
医
協
会

○
女
性
ト
イ
レ
に
関
す
る
陳
情
書

女
性
ス
ペ
ー
ス
を
守
る
会

○
保
育
所
等
の
最
低
基
準（
職
員
配
置・

面
積
基
準
）
と
、
職
員
処
遇
の
抜
本

的
な
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

福
岡
県
保
育
団
体
連
絡
会

○
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
７
月
20

日
に
固
定
化
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情　
　
　
海
事
振
興
連
盟

○
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し
な
い
安
全

保
障
政
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

　
　
辺
野
古
を
止
め
る
！
全
国
基
地
引

き
取
り
緊
急
連
絡
会

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査

子育て世代包括支援センターでの
相談の様子　　　　　　　　　　

陳
情

ふくとぴあ内の地域包括支援センター
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所
管
事
務
調
査
・
陳
情

　

海
洋
ゴ
ミ
は
市
内
海
岸
全
域
で
発

生
し
て
い
る
。
う
み
が
め
課
で
は
衛

生
環
境
的
な
措
置
が
必
要
な
場
所
に

つ
い
て
、
重
機
に
よ
る
漂
着
ゴ
ミ
の

引
き
上
げ
処
分
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
人
力
清
掃
を
行
っ
て

い
る
。
地
域
振
興
課
で
は
観
光
資
源

に
係
る
場
所
に
つ
い
て
、
重
機
に
よ

る
砂
浜
の
清
掃
・
整
地
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
（
21
団
体
）
に
よ
る
人

力
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ア
オ
サ
は
一
般
的
に
は
３
月
下
旬

に
漂
着
・
堆
積
・
腐
敗
す
る
た
め
４

月
下
旬
に
重
機
に
よ
る
除
去
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
処
理
方
法
と
し
て
は
、

漂
着
ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、
埋
め
て
自

然
に
返
す
こ
と
で
処
理
し
て
い
る
。

　

農
林
水
産
課
で
は
、
飛
砂
の
対
策

と
し
て
竹
柵
の
更
新
を
行
っ
て
い
る
。

竹
柵
は
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
堀
切

か
ら
勝
浦
浜
ま
で
の
２
７
０
０
ｍ
に

設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
経
年
劣
化
や

強
風
に
よ
り
一
部
破
損
し
て
い
る
。

　

堆
積
砂
・
飛
砂
の
影
響
は
、
勝
浦

松
原
地
区
に
強
く
出
て
お
り
、
場
所

に
よ
っ
て
は
２
ｍ
の
竹
柵
を
超
え
て

砂
が
堆
積
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

地
元
と
の
協
議
の
結
果
、
国
は
防
風

林
に
ク
ロ
マ
ツ
を
植
樹
、
市
は
竹
柵

を
継
続
的
に
管
理
・
更
新
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
堆
積
砂
に
つ
い
て
は
、

勝
浦
浜
海
岸
は
海
岸
保
全
区
域
で
は

な
く
一
般
公
共
海
岸
で
あ
る
た
め
、

県
が
着
手
し
づ
ら
い
状
況
が
あ
る
。

し
か
し
、
生
活
環
境
や
農
作
物
に
被

害
が
出
て
お
り
、
早
い
段
階
で
解
決

に
導
く
よ
う
県
と
協
議
を
継
続
し
て

　

近
年
の
気
象
変
動
や
海
洋
ゴ
ミ
に
よ
る
自
然
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い
る
。
市
内

の
海
岸
全
域
に
係
る
ゴ
ミ
の
現
状
と
処
理
、
海
藻
に
よ
る
悪
臭
、
竹
柵
の
維
持
管
理

な
ど
の
課
題
を
調
査
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

い
く
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
海
岸
は
重
要

な
観
光
資
源
と
考
え
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
き
れ
い
な
海
岸
線
を
守
る

た
め
に
尽
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、

地
域
差
が
あ
る
な
ど
の
課
題
も
あ
る

た
め
、
市
民
へ
の
意
識
啓
発
を
お
願

い
し
た
い
。

　

ア
オ
サ
な
ど
の
回
収
は
、
天
候
や

海
流
に
よ
り
漂
着
時
期
が
大
幅
に
変

化
す
る
こ
と
や
、
回
収
が
難
し
い
磯

場
の
清
掃
を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。

　

竹
柵
に
つ
い
て
は
、
更
新
予
算
と

破
損
箇
所
の
補
修
予
算
の
双
方
の
確

保
が
重
要
で
あ
る
。
砂
の
堆
積
に
つ

い
て
は
、
県
と
の
早
急
な
対
策
協
議

が
必
要
で
あ
る
。
県
の
協
力
が
得
ら

れ
な
い
な
ら
ば
、
市
単
独
で
も
砂
の

撤
去
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

○
児
童
福
祉
の
環
境
改
善
に
関
す
る
陳

情
書

　
　
全
国
の
児
童
相
談
所
が
行
う
子
ど

も
に
対
す
る
人
権
侵
害
を
阻
止
す

る
会

○
こ
ど
も
家
庭
庁
発
足
に
先
立
つ
児
童

相
談
所
の
早
期
改
善
に
係
る
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

　
　
全
国
の
児
童
相
談
所
が
行
う
子
ど

も
に
対
す
る
人
権
侵
害
を
阻
止
す

る
会

○
山
口
県
岩
国
児
童
相
談
所
の
不
作
為

に
よ
る
要
保
護
児
童
の
自
殺
に
関
す

る
陳
情
書

　
　
全
国
の
児
童
相
談
所
が
行
う
子
ど

も
に
対
す
る
人
権
侵
害
を
阻
止
す

る
会

○
こ
ど
も
の
健
全
な
成
長
・
発
達
の
た

め
の
学
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
マ
ス

ク
着
用
に
関
す
る
陳
情
書

福
津　
こ
ど
も
の
未
来
を
守
る
会

海
洋
環
境
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
調
査

破損した竹柵と堆積した海砂

海岸清掃をするボランティア
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